
（様式6.2.2-4）

NO テーマ名称
環境目的

環境目標
1

目標値　　　　　　 311,137 ｋWｈ
令和４年度 314,709 ｋWｈ
対目標値比 101.1 ％

2
目標値　　　　　　 32,004 ㎥
令和４年度 32,379 ㎥
対目標値比 101.2 ％

3
目標値　　　　　　 4,854

令和４年度 4,565 ㎥
対目標値比 94.1 ％

4
目標値　　　　　　 44,521 ℓ
令和４年度 42,057 ℓ
対目標値比 94.5 ％

5
目標値　　　　　　1,665,795 枚
令和４年度 1,624,850 枚
対目標値比 97.5 ％
（Ａ４換算枚数）

6
・可燃ごみ
目標値　　　　　　 6,826 ㎏
令和４年度 7,190 ㎏
対目標値比 105.3 ％
・不燃ごみ
目標値　　　　　　 112 ㎏
令和４年度 172 ㎏
対目標値比 152.7 ％
・ごみ総排出量
目標値　　　　　　 11,600 ㎏
令和４年度 12,284 ㎏
対目標値比 105.9 ％

【未達成】
本局室外機の不具合により、7～9月の使用量が
大幅に増加した。（7～9月以外は目標を達成し
ていた）今後も適正な温度設定を意識して、使用
量の削減に努める。

都市ガス使用量の削減

（令和２年度実績値以下）

環境マネジメントプログラム進行管理報告書（1/2）
(事務局から環境保全推進会議への報告）

作成年月日： 令和5年7月6日

進捗状況（達成度）
今後の進め方

（手段、目標設定数値等の見直しの必
要性）

オフィス活動
【未達成】
R2年度比では目標未達成だが、前年度比(R3年
度比)で日中98.6％、夜間99.4％と減少傾向にあ
る。(令和3年12月に地中の高圧ケーブル漏電修
理を行ったが、それが減少の要因かどうかは不
明)
今後も使用量の推移を注視しつつ、節電に努め
る。

省エネルギーの推進

電力使用量の削減

（令和２年度実績値以下）

【達成】
本局使用量を大きく削減できた。引き続き節水に
取り組んでいく。

水道水使用量の削減

（使用量0.6％削減）

自動車ガソリン・
軽油使用量の削減 【達成】

業務量の増減に影響を受けるので評価は難しい
が、今後もエコドライブの徹底、二輪車の積極的
な利用など燃費を向上することで、使用量削減
に努める。

（使用量0.6％削減）

省資源の推進
【達成】
業務内容（紙の資料を必要とする会議の増減な
ど）に影響を受けるので評価は難しいが、今後も
ペーパーレス推進や２in１、裏紙利用を行うこと
で、使用量削減に努める。

コピー用紙使用量
の削減

（使用量0.6％削減）

【未達成】
特に不燃ごみの増加が目立つが、本局各フロア
で倉庫片付けの際に出たごみと思われる。今後
も資源化物との分別を徹底するなどで、ごみの排
出量削減に努める。.

ごみ排出量の削減

（使用量0.6％削減）

承　　認 環境管理責任者 上高　直樹

審　　査 事務局長 服部　勝

作　　成 事     務      局 新田　隆幸
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NO ﾃｰﾏ名称
環境目的

環境目標
7 浄　水

目標値　　　　　　 0.222

令和４年度 0.221

対目標値比 99.7 ％

8 各課に固有の活動

企画総務課

9

10
発生土量 1,337 ㎥

有効利用量 1,337 ㎥

有効利用率 100.0 ％

水道局独自EMSの管理、運用。
引き続き資料等のペーパーレス化と電子管理の
取組を推進する。

独自EMSの運用管理

進捗状況（達成度）
今後の進め方

（手段、目標設定数値等の見直しの必
要性）

【達成】
浄水場間で融通量を調整したことで三野浄水場
の配水量が増加し、三野浄水場の電力原単位が
改善した。

浄水場電力使用量の削減
（三野・旭東）
（令和２年度実績値以下）

浄水課

有効利用率100％を維持しつつ一般販売量を増
やす努力をする。

浄水汚泥の有効利用
（100.0%）

管財課
鏡野町　施業結果
○第1次水源林
　・搬出間材　0.6ha
○第3次水源林
　・搬出間材　2.4ha
　・切捨間材　2.3ha
新庄村　施業結果
○第1次水源林
　・下刈　2.3ha

森林の育成状況により施業範囲を調整する必要
があった。今後も現地状況を確認しながら施業
種類・方法を見極め、効率的かつ健全な森林育
成に向け努力していきたい。

水源林事業の推進

切捨間材　2.3ha
搬出間材　3.0ha


